
別添４２

年 4 月 14 日

事業所番号

事業所名称

● 年 8 月 1 日

２　公表状況

● 有 無 年 4 月 30 日

３　基本報酬算定区分 ※以下自動入力。

評価点合計

●

スコア合計（評価点） 点なし（経過措置対象） 150

備考 ・ パソコン等の不具合等で、やむを得ず、一時的にインターネット以外の方法により公表している場合は、会報等を添付
した上で、会報等の配布先、公表先を記載の上、現に公表されている箇所の写真を添付し提出してください。また、早
急にインターネット上での公表が行われなかった場合、減算となる可能性があります。

・ 自己評価結果等の公表にあたっては、別添４２－１の各様式を用いて行ってください。
地域貢献活動の報告書の公表については、別添４２－２の様式を使用してください。

60点以上80点未満 Ⅳ支援力向上のための取組 合計点が六点又は七点である 25

60点未満 Ⅴ地域連携活動 実施あり 10

130点以上150点未満
Ⅱ生産活動

各年度における生産活動収支がそれ
ぞれ当該各年度に利用者に支払う賃
金の総額以上である

40
105点以上130点未満

80点以上105点未満 Ⅲ多様な働き方 合計点が八点以上である 35

170点以上 評価事項 評価内容 スコア

150点以上170点未満 Ⅰ労働時間 四時間以上四時間三十分未満 40

公表方法
（該当するものに

●）

●

ホームページに掲載　　　　　　　（アドレスを記載してください）

ＵＲＬ https://thankslab-typea.com/base/

その他　　　　　　　　　　　（具体的な方法を記載してください）

具体的な方法

サンクスラボ・小倉オフィス

事業の種別 就労継続支援Ａ型 指定年月日 平成29

公表の有無 公表年月日 令和4

令和 4

就労継続支援Ａ型　基本報酬に関する届出書　

及び自己評価結果等の公表に係る届出書

１　事業所情報

4017801368



別添４２－１　（１／５）

年 4 月 14 日

◎

●

◎

● ●

◎

点 ●

◎

●

◎

点

◎ ①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

●

◎ ②利用者を職員として登用する制度

● 7 点

（※）任意の５項目を選択すること

◎ ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

●

④フレックスタイム制に係る労働条件

点

1事例以上ある場合:10点

⑤短時間勤務に係る労働条件

5点 20点 30点 40点 45点 55点 70点 80点 40

◎ ⑥時差出勤制度に係る労働条件 5点 20点 25点 40点 40

0点 15点 25点 35点 35

● 0点 15点 25点 35点 25

◎ ⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 0点 10点 10

●

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

8 点
点

（※）任意の５項目を選択すること （注1）8以上:35点、6～7：25点、1～5：15点

　　　　　就業規則等で定めており、前年度の実績がある

合計

　　　　　就業規則等で定めている

150

／２００点

　　　　　就業規則等で定めており、前年度の実績がある

小計（注1）

　　　　　就業規則等で定めている 多様な働き方

　　　　　就業規則等で定めており、前年度の実績がある 支援力向上

地域連携活動

　　　　　就業規則等で定めている

　　　　　就業規則等で定めている 項目 点数

　　　　　就業規則等で定めており、前年度の実績がある 労働時間

生産活動

　　　　　就業規則等で定めており、前年度の実績がある

地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等での生産活動等地域社会と連携

した活動を行い、その結果をインターネット等により公表している
● 10

　　　　　就業規則等で定めている

　　　　　就業規則等で定めており、前年度の実績がある

　　　　　就業規則等で定めている 小計（注2）

　　　　　就業規則等で定めており、前年度の実績がある
（注2）8以上:35点、6～7：25点、1～5：15点

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅴ）地域連携活動

①40点 ②25点 ③20点 ④5点
⑦第三者評価

（Ⅲ）多様な働き方（※）
　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を

　　　受審しており、結果を公表している。

35

　　　　　就業規則等で定めている ⑧ＩＳＯが制定したマネジメント規格等の認証等

　　　　　就業規則等で定めており、前年度の実績がある
　　　都道府県知事が適当と認めるＩＳＯが定めた

　　　規格その他これに準ずるもの認証を受けている

　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する

　　　制度を設け、全ての職員に周知している

③前年度において

生産活動収支が利用者に支払う賃金の総額未満
⑥ピアサポーターの配置

④前々年度及び前年度において

生産活動収支が利用者に支払う賃金の総額未満
　　　ピアサポーターを職員として配置している

（Ⅱ）生産活動 ④販路拡大の商談会等への参加

①前々年度及び前年度において

生産活動収支が利用者に支払う賃金の総額以上
●

40

　　　１回の場合

　　　２回以上の場合

②前年度において

生産活動収支が利用者に支払う賃金の総額以上

⑤職員の人事評価制度

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満 ③視察・実習の実施又は受け入れ

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　 どちらか一方のみの取組を行っている

①80点 ②70点 ③55点 ④45 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点
       いずれの取組も行っている

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 ②研修、学会等又は学会誌等において発表

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満 　　　１回の場合

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満 　　　２回以上の場合

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

40

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

25

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上であった

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満 　　　参加した職員が半数以上であった

住　所 北九州市小倉北区2-9-8小倉興産KMM南館2F 管理者名 上野 佳菜

電話番号 093-511-7722 対象年度 令和3年度

令和 4

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 サンクスラボ・小倉オフィス 事業所番号 4017801368



別添４２－１　（２／５）

Ⅰ 平均労働時間 点

実績として評価する年度 年度

月

４月 時間 人

５月 時間 人

６月 時間 人

７月 時間 人 一

８月 時間 人 二

９月 時間 人 三

１０月 時間 人 四

１１月 時間 人 ● 五

１２月 時間 人 六

１月 時間 人 七

２月 時間 人 八

３月 時間 人

合計 時間 人 時間

Ⅱ 生産活動 点

実績として評価する年度 年度及び 年度

令和３ 年度

令和２ 年度

● 一

二

三

四

前々年度における生産活動収支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上である 20

各年度における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支払う賃金の総額以上でない 5

評価内容
前年度及び前々年度の各年度における生産活動収支（生産活動に係る事業の収入から生産活動に係る事
業に必要な経費を控除した額に相当する金額）

スコア

各年度における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支払う賃金の総額以上である 40

前年度における生産活動収支のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上である 25

利用者賃金総額
（Ｄ）

39,039,983         -                       39,039,983              35,080,766          

28,947,873         -                       28,947,873              26,007,218          

40

令和３ 令和２

生産活動収入
（Ａ）

生産活動に係る経費
（Ｂ）

生産活動収支
(Ａ)-(Ｂ)＝（Ｃ）

2957 728 二時間未満 5

3457 857
１日の平均労働時間数

（延べ労働時間数÷延べ利用者数）
4.0

40208 10013

3420 839 三時間以上四時間未満 30

3234 796 二時間以上三時間未満 20

3262 813 四時間三十分以上五時間未満 45

3007 755 四時間以上四時間三十分未満 40

3706 930 六時間以上七時間未満 70

3638 911 五時間以上六時間未満 55

855

3377 844 スコア

3539 890 七時間以上 80

指定就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（個別項目）

40

令和３ 評価内容

延べ労働時間数 延べ利用者数 就労継続支援Ａ型等のあった日の属する年度の前年度
（以下、「前年度」という）において、当該就労継続
支援Ａ型事業所等と雇用契約を締結していた利用者の
当該就労継続支援Ａ型事業所等における労働時間の合
計数を当該利用者の合計数で除して算出した、当該就
労継続支援Ａ型事業所等における一日当たりの平均労
働時間数

3190 795

3421



別添４２－１　（３／５） 指定就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（個別項目）

Ⅲ 多様な働き方 点

◎ 取組の具体的な内容

◎ 取組の具体的な内容

◎ 取組の具体的な内容

0

取組の具体的な内容

0

取組の具体的な内容

1

0

◎ 取組の具体的な内容

◎ 取組の具体的な内容

取組の具体的な内容

合計点 8 点 評価内容

● 一

二

三 合計点が一点以上五点以下である 15

合計点に応じてスコアを判定 スコア

合計点が八点以上である 35

合計点が六点又は七点である 25

0 実績なし

チ

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

1 就業規則等で定めている

2 就業規則等で定めており、前年度の実績がある

  取得した期間：4月1日～3月31日

  取得日数 225日

0 実績なし

ト

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

1 就業規則等で定めている
◎就業規則に定めている。

◎計画的付与制度を活用した人数：229人

● 2 就業規則等で定めており、前年度の実績がある

  時差通勤の時間  10時～15時または13時～17時

  職務内容：インターネットサービスのデザイン作成業務

0 実績なし
            データ作成および入力業務

ヘ

⑥時差出勤制度に係る労働条件

1 就業規則等で定めている
◎就業規則に定めている。

◎制度を活用した人数：延べ5名

● 2 就業規則等で定めており、前年度の実績がある

2 就業規則等で定めており、前年度の実績がある

実績なし

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

実績なし

ホ

⑤短時間勤務に係る労働条件

就業規則等で定めている

           データ作成および入力業務

ニ

④フレックスタイム制に係る労働条件

1 就業規則等で定めている

2

◎在宅勤務を行った人数 のべ87名

※実施した期間：5月17日～7月20日/8月20日～9月30日まで

● 2 就業規則等で定めており、前年度の実績がある
 就業時間（在宅勤務）：10時～15時または10時～16時30分

 職務内容：インターネットサービスのデザイン作成業務

0 実績なし

ハ

③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

1 就業規則等で定めている

実績なし

ロ

②利用者を職員として登用する制度

● 1 就業規則等で定めている
◎利用者を職員として登用する制度を就業規則にて定めている。
◎令和3年度においては登用実績はない。

2 就業規則等で定めており、前年度の実績がある

0 実績なし

イ

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

● 1 就業規則等で定めている
◎就業規則に定めている。

◎令和3年度における実績はない。

2 就業規則等で定めており、前年度の実績がある

35

就業規則その他これに準ずるものにより、次のイからチまでに掲げる利用者に関する事項を定めていることをそれぞれ一点として算
定した合計点（五点を限度とし、前年度において、その算定した点数に係る当該事項を、利用者の希望に基づき講じた場合には、そ
の講じた事項ごとに一点を加算した点数とする。以下この事項において単に「合計点」という。）
※任意の５項目を選択　※取組の具体的な内容について記入



別添４２－１　（４／５） 指定就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（個別項目）

Ⅳ 支援力向上のための取組 点

◎ ①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 取組の具体的な内容

◎ ②研修、学会等又は学会誌等において発表 取組の具体的な内容

◎ ③視察・実習の実施又は受け入れ 取組の具体的な内容

0

◎ ④販路拡大の商談会等への参加 取組の具体的な内容

0

◎ ⑤職員の人事評価制度 取組の具体的な内容

● 0

⑥ピアサポーターの配置 取組の具体的な内容

⑦第三者評価 取組の具体的な内容

0

⑧ＩＳＯが制定したマネジメント規格等の認証等 取組の具体的な内容

0

合計点 7 点

一

● 二

三 合計点が一点以上五点以下である 15

評価内容 合計点に応じてスコアを判定 スコア

合計点が八点以上である 35

合計点が六点又は七点である 25

チ 2
都道府県知事が適当と認めるＩＳＯが定めた規
格その他これに準ずるもの認証を受けている

　　　実績なし

ト 2
過去３年以内の福祉サービス第三者評価を受審

しており、結果を公表している。

　　　実績なし

0 実績なし

実績なし

ヘ
2 ピアサポーターを職員として配置している

２回以上の場合
 開催日：3月10日、3月24日

 内容：BPO受託事業、リードキャッチのお客様を獲得するための

実績なし        商談会に参加（生産活動としての業務受託）

ホ 2
人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する制

度を設け、全ての職員に周知している

実績なし

ニ

1 １回の場合
◎販路拡大商談会への参加

 主催者名：株式会社オンリーストーリー

● 2

  依頼元：北九州高等学園（特別支援学校）

2 いずれの取組も行っている
  期間：3月11日･14日

  人数：1名

0 実績なし
              実施日：3月31日

ハ

● 1 どちらか一方のみの取組を行っている
◎実習の受け入れ

2 ２回以上の場合
              実施日：3月30日

②登壇研修名：就労継続支援A型事業所での就労分析セミナー

ロ

1 １回の場合
◎研修に登壇した回数2回

①登壇研修名：障がい福祉の実態と現在と未来の考察

●

● 2 参加した職員が半数以上であった
・研修名：信頼関係を築く支援の姿勢と基本的な関わり方

・研修講師：株式会社LITALICO 昆野祐太様

0 実績なし
・対象職員数9名  受講者数：7名

25

前年度（トに該当する場合にあっては、当該前年度の末日から起算して過去三年間）において、次のイからチまでのうち五つの項目
に該当する場合に応じ、それぞれ当該項目に定めるところにより算定した点数（以下この事項において「合計点」という。） ※任意
の５項目を選択　※取組の具体的な内容について記入

イ

1 参加した職員が１人以上であった
◎内部研修の実施

・実施日：令和3年3月3日



別添４２－１　（５／５） 指定就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（個別項目）

Ⅴ 地域連携活動 点

※「公表方法」、各要件の「有」の合計４つに●をつけた場合にのみスコアが表示

● 有 無 ※次ページに添付

● 有 無

● 有 無

ＵＲＬ

企業等からの意見等

公表の有無

公表方法

●

ホームページに掲載　　　　　　　（アドレスを記載してください）

https://thankslab-typea.com/base/

その他　　　　　　　　　　　（具体的な方法を記載してください）

具体的な方法

10

評価内容

前年度において、当該就労継続支援Ａ型事業所等が地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業若しくは官公庁等での就
労又は生産活動その他の地域社会と連携した活動を行い、当該活動の内容及び当該活動に対する当該事業者又は当該企業若しくは官

公庁等の意見を記載した報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法により公表していること。

報告書の作成


